
 

 

VolumeFraction機能を持たない ODFの方位順位決め（Ｆｅ） 

測定データ（α－Ｆｅ） 

  

正極点データ処理（バックグランド除去、ｄｅｆｏｃｕｓ補正） 

  

１／４対称操作 
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概要 

 材料の配向は極点図測定で比較できるが、方位｛ｈｋｌ｝＜ｕｖｗ＞の定量、順位はＯＤＦ解析後に 

 VolumeFraction 計算を行うと計算できます。 

 しかし、VolumeFraction 計算できる ODF解析ソフトウエアは少ないので、 

 ＯＤＦ図から求める方位密度では、各方位に係数を付けて評価します。 

例えば、ｃｕｂｅ，ｃｏｐｐｅｒ，Ｓ方位が同程度含まれている場合、４：２：１の割合に解析される事が

知られています（以下の文献）。よって、ＯＤＦ図は係数１：２：４で評価します。 

本資料では、VolumeFraction 機能付属が属しないＯＤＦ－Ｂの結果の係数付きＯＤＦ図評価と計算された 

ＯＤＦ図を LaboTex で VolumeFraction 計算を行い比較してみます。 

 

  

  

  

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



α－ＦｅのＯＤＦ解析結果 

 

ＯＤＦ図の方位密度と１：２：４に規格化された方位密度 

 

 青のプロファイルが１：２：４の係数計算（１：２：４―＞ ０．５：１：２で表現） 

 方位密度順位 

 {112}<1-10>,{111}<-1-12>,{113}<1-10>,{111}<0-11>,{001},1-10> 

 順位は変わらないが、{111}<-1-12>,{113}<1-10>,{111}<0-11>はほぼ同一の方位密度で 

{001}<1-10>の方位密度が低下します。 



   

ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ機能が付属しないＯＤＦ解析結果のＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 LaboTexODFFile ソフトウエアは、LaboTex の ODF解析結果の平滑化が目的で作成され、 

 ＯＤＦ図データを外部に Export(LaboTexODFFile)し、GPODFDisplay で平滑化を行い、LaboTex に 

 Import(LaboTexODFFile)する目的でしたが、この機能で 

 EBSDで解析された ODF図も LaboTex の Jobファイルに変換できます。 

 EBSDと同じように他のＯＤＦ解析結果も GPODFDisplay 経由で LaboTex の Jobに変換できます。 

 今回ＯＤＦ－ＢのＯＤＦ図から VolumeFraction 計算を行い、方位密度の係数評価による 

 方位順位と比較した。 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎ計算 

 

 

 ＩｍｐｏｒｔされたＯＤＦ図   上記 VolumeFraction から計算した ODF図 

 

 



ＶｏｌｕｍｅＦｒａｃｔｉｏｎのＲｐ％プロファイル 

 ＩｍｐｏｒｔされたＯＤＦ図と VolumeFraction のＯＤＦ図から極点図を計算し比較 

 上段：ＩｍｐｏｒｔされたＯＤＦ図から計算した極点図 

 下段：VolumeFraction から計算したＯＤＦ図 

  

 

 

 ｛１１０｝極点図のＥｒｒｏｒが大きいが、ほぼ±１．５％以内であり、正確なＶＦ％と考えられる。 

  

 

 

 



定量値から方位順位を決定 

 

順位はＯＤＦ図から判断した順位と同じであるが、値が異なる。理由はＥｕｌｅｒ角の広がりである。 

 

 φ１方向に広がりが認められる。 

 

 



例えば、｛００１｝＜１１０＞では 

 

 方位がずれている為、φ１方向に広がって定量が行われています。 

 このような場合定量候補に｛００１｝＜４－５０＞を追加して行えば、｛００１｝＜１－１０＞は下がります。 

  


